
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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来週の奉仕者
（２月２３日）

行司伝道師

岩崎祥誉
富岡牧
a山本洋子
藤原友規子
富岡美千男
金森清子
山本麻美
李雋英
楢村明子
浅野恵子
西嵜達也
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　私は、主に従って歩んでいきたいと思っている
のに、理想と現実の開きがありすぎて戸惑うばか
りでした。
　しかし、教会生活やセル活動・交わりを通して、
みことばを実践出来ていなかったことに気が付か
されたのです。
ローマ書１３章から「人はみな、上に立つ権威に
従うべきです。」と聞いた時、胸に刺さりました。
それは、私が会社の上長に反抗していたからです。
　
この、みことばに「生きたい」と決心した後、私
の部署から二人の退職者が出て上長の仕事量が急
倍増する出来事がありました。以前の私だったら、
大嫌いな人の手伝いなんか「真っ平御免」だった
と思いますが、不思議なことに心が変えられてい
たのです。上長から助けを求められた時、素直に
応じられ自分でもビックリしました。
みことばに生きることが、主に従うことであると、
頭だけでなく体験によっても教えられました。
日々の生活の細部に至るまで、みことばを実践す
る者にならせていただきたいです。
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「主の恵み」
、主に従って歩んでいきたいと思っ
、理想と現実の開きがありすぎて戸惑う
した

「主の恵み」
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ぼやき会15：00~
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県北祈祷会20：00~
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早天祈祷会6：00~
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藤原祐子　吉野晴道

浅野恵子

平松由佳　日名洋

那須澄雄

藤原大靖

　永井比和子

泉水泰行

舛田幸恵

山本信子

安田尚正　浅野祐稀

西嵜芳栄

山本麻美

河島稜

（ ２０２０年２月９日 ）
（要約者：澤口　健樹）

スモールファミリー
誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

今週もⅡサムエル記読み進めていきましょう。(8 章～ 14章 )
8 章、10 章では、神に祝福されたダビデが連戦連勝しイスラ
エルの勢力圏が広がりました。9章では無二の親友である、
サウルの息子ヨナタンとの契約を実行する為サウル家の生き
残りを探しヨナタンの息子メフィボシェテに神の祝福を施し
ました。しかし 11章からは、王宮で怠惰な生活をしていた
ダビデが主の御心をそこなう罪を犯し、ダビデの家が乱れダ
ビデ王国が揺らぎ始める事が書かれています。「神の人」と言
われていたダビデも、姦淫の罪を犯してしまいそれを塗り隠
すために殺人の罪にまで引き込まれてしまいます。良心の麻
痺していたダビデの元に預言者ナタンが遣わされ、たとえ話
により鋭くダビデに迫ります。ダビデは罪を告白し、神の前
にひれ伏し即座の赦しを得ます。しかし、その罪をきっかけ
にごく身近な家庭内で近親相姦の罪と兄弟殺しの罪が起こり
ました。この時代、姦淫の罪は死刑に値するものでしたが、
ダビデは神の赦しによって死を免れました。しかしこのよう
に家庭内の悲劇を目の当たりにし、主の愛の懲らしめのむち
を感じ、厳粛な思いをも抱かせられたのかもしれません。私
達もダビデと同じで弱く罪を犯しやすい性質を持っています
が、イエス・キリストによって罪を全て贖われました。ダビ
デの罪から起きた悲劇を見つつ私達の罪を赦された神様の愛
の大きさを感じながら読み進めていきましょう。

牧　一穂　牧師
和田　力

西嵜芳栄
佐々木芽生
a金森清子

　３日　下見嶺奈
　　　　牧　李香
　４日　近藤帆風
　　　　大澤正嗣
　６日　佐々木芽生

　７日　青江理江
　　　　亀澤侑美
１２日　三村伸行
１３日　全本みどり
　　　　小根久保伸彦

１４日　加藤優子
１５日　佐々木亜弥
１６日　西嵜芳栄
１９日　那須澄雄
２１日　永井比和子

２１日　太田幸子
２２日　舛田幸恵
２３日　山本麻美
２４日　藤原大靖
２５日　藤原祐子

２５日　吉野晴道
２９日　山本信子　

２月の誕生者
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大宮東子

　皆さんが自分の人生において失われたものは何でしょうか？
今回は私たちの世代間について少し考えてみたいと思います。
最近は、世代のことについて世代ごとに名前が付けられていて 45 歳
から60歳ぐらいになっている人々が「Ｘ世代」、25歳から45歳ぐら
いが「Ｙ世代」、10歳から25歳くらいが「Ｚ世代」次に「Ｃ世代」がやっ
て来ると言われています。今日は私たちの世代間の考え方について考
えてほしいのです。Ｃ世代の価値観と「コミュニティー社会」とは、
これからの時代は「スマートフォンとコミュニティー」だと言われて
います。つまり世代間は無くなり、キリスト教会でも教派、学界や派
閥も無くなりそれぞれ同じ思いを持っている人々がネットワークでつ
ながる時代と言われています。時代は昔に戻ろうとしています。しか
しそれを人のつながりで行おうとするのではなくて、コンピューター
でそれをつなげていこうとしています。本日の聖書箇所とこれらのこ
とがどう関係あるのでしょうか。パウロが「○○によろしく」「○○を
頼む」と言っているのは何故なのかと言うことなのです。
　

彼が伝えたかったことは「私はローマの全土に福音を伝え終わった」
といいました。25 年の年月で実際にパウロ自身が自らでローマ人全
員に伝えることができたのでしょうか。パウロはネットワークによっ
て宣教を進めて行ったのです。16 章の中でのパウロの挨拶からその
ネットワークがどんなものであったかを見ることができます。【フィベ】
多くの人を助けた卓越した女性。【プリスカとアクラ】命がけで戦っ
た同労者。アポロの伝道の援助をし育てた。【エパネト】異邦人でア
ジヤでの初穂。【マリヤ】非常に労苦したユダヤ人。【アンドロニコと
ユニアス】同国人で共に投獄されたことがある。【アムプリアト】奴隷。
【ウルバノとスタキス】同労者、ローマ出身の異邦人信者。【アペレ】
信仰歴が長い【アリスプロの家の教会】ヘロデ大王の孫（高貴な身分）
【ヘロデオン】ヘロデ家につながるユダヤ人である。（高貴な身分）【ナ
ルキソの家の教会】大金持ち【ツルバナとツルボサ】：温厚な異邦人
の姉妹（女性）【ペルシス】ペルシャの婦人。【ルポスとその母】クレ
ネ人シモンの妻（ルポスの母）とルポス。【アスンクリト、フレゴン、
ヘルメス、パトロバ、ヘルマスおよびその人たちといっしょにいる兄
弟たち・フィロロゴとユリヤ、ネレオとその姉妹、オルンバおよびそ
の人たちといっしょにいるすべての生徒たち】ナルキソの家の教会。
この様 15節まで 28人の実名の人たちが出てきます。女性・同労者・
異邦人・ユダヤ人・奴隷・高貴な身分・信仰が長い人・最初に救われた人・
大金持ち･･･全員に「よろしく」とあいさつをしています。16 節「聖
なる口づけをもって愛し合いなさい」とパウロがこのローマ書 16 章
の最後で言っているこれが「ネットワーク」なのです。25年間かかって、
パウロが必死に作り上げたものは自分が立て上げるという働きではな
くて、自分が同じ思いを持った人々をどれだけ育て上げるかというこ
とでした。その人達と信頼関係を築くかということです。パウロは「宣
教は愛の実践」と語っており、そしてそれは役割の責務を果たすとい
うことに繋がります。①ともに働き ②ともに労苦し ③共に生きるそこ
に切れないネットワークができます。それを継承していきます。最先
端で最古のものそれがネットワークです。
現代はそのネットワークを端末をもって作ろうとしています。しかし
それでは人と人との心の信頼は埋まりません。パウロは真剣にその人
のもとに出向いて向き合いました。パウロが作ろうとした牧会の方法
は自分一人が宣教地に行って伝える方法ではなく、そこにいる何人か
の人と非常に深く関わってその人たちに自分が生きようとする生き様
を伝えることだったのです。それは教えではありません。パウロはロー
マに行っていないのにも関わらず書かれた手紙の内容は厳しいもので
す。それは、そこにいるリーダーがパウロと非常に信頼関係があった
ことがわかります。
　

皆さん今ぜひ、自らの人生とパウロの生き方を照らしてみてください。
そして、私には関係がないと聞かないでください。あなたは社会に属
しています。あなたは一人で生きているのではありません。自分が自
分の人生を生きているのだと勘違いして生きています。そして、自分
が決めたことがすべてで、自分が何かをすることで他人に迷惑をかけ
るわけではないと思っています。しかし、パウロはそのことについて、

そうではないと伝えています。パウロは一部の偏った自分の人間関係
だけを選んだのではないのです。そこが大事です。同情で選ぶ決断は
絶えず私たち自身が自らと共感できる人だけでコミュニケーションを
取ろうとしています。しかしコミュニケーションとコミュニティとい
うのは、その場に属する全てを指します。あなたが生かされている地
域にあなたが勝手に咲いているのではありません。あなたはそこに置
かれたのです。つまり置かれている場所にいる全ての人があなたに任
された人なのです。しかし私たちは自分が共感できる人とネットワー
クを保ち、自分が分かり合える人とだけ分かり合って何かをしようと
するのです。ここに大きな問題があります。パウロは教会と言われる
組織が、聖なる口づけをもって愛し合いなさい。伝えています。みな
さん、今あなたの心の中を探ってください。あなたはあなたの目線で
人を判断して、その人を排除して自分に任されたものを捨てていませ
んか。伝道者の書に書かれているように「近づくのに時があり離れる
のに時がある。植わるのに時があり抜かれるのにときがある」すべて
の営みに時があり人はわきまえ知ることはできません。しかし、神の
なされることはすべてに勝って美しいのです。ですから神様はその美
しいことをするために、このずれた私たちを今日使おうとしています。
そこで理解しておかなければならないことは、神様の時に生きるため
に私たちはその全ての人を愛そうとする力・決断です。パウロが伝え
たいのは「宣教は愛の実践」で、愛の実践というのはあきらめないこ
となのだという事なのです。私たちはすぐに諦めます。少し関わって
駄目なら捨て去ります。しかし、パウロはそうではありませんでした。
パウロは教会に不一致が起こったのを見て獄舎の中から命がけで手
紙を書いて、その命がけの手紙を命がけで運ばせて伝えたのです。誰
を排除するのではなく全ての人たちによろしくと伝えてください。と
言ったのです。
それぞれ違う境遇と立場があり、迫害の中で一つとなりましたが分裂
が起こって色々な問題が起こりました。しかし、全ての人が一つの家
族として神様が選んだ人達なのです。その人達に対してパウロは「聖
なる口づけをもって愛し合いなさい」と言いました。それは自分が嫌
な相手に対して近づいて口づけをするくらい親しくするということで
す。それは教会の中でも、社会でのコミュニティーの中でも同じです。
その愛を持った行動が関係を作るということなのです。25 年かけて
ローマの迫害下の中で全土に福音が延べ伝えられた理由はパウロが聖
なる口づけをもって人々を愛しネットワークを作ったからです。排除
してきた人生の彼が、排除しない人生を選んだということなのです。

「パウロの作ったネットワーク」
ローマ16：1~15、　21～27

　　　

私たちも任されている

パウロのネットワーク

まとめ

  携帯電話で人間関係は作れません。直接、顔と顔を合わせ愛し
て向き合うこと、それがコミュニティです。私たちは、神様に言
われた最初のコミュニテ『ふたりでも三人でも、わたしの名にお
いて集まる所には、わたしもその中にいるからです。』（マタ
18:20）を実践する事が出来ているでしょうか。
あなたが志を行う時、そこにコミュニティ（社会）を作って下さい。
その只中に神様がおられます。一人で行うのはよくありません。
パウロは手紙の中で誰一人適当に書いてはいません。パウロは
知恵に富んでいましたがそれ以上に愛がありました。知恵と愛
の両輪が大切です。あなたが大切な存在であることを忘れない
でください。そして、あなたが差し出すその手を待っている人が
いることを忘れないでください。もう一度私たちの生き方が、パ
ウロが願ったように出来ているか顧みましょう。誰かを排除して
はいないでしょうか。愛しているからできることがあります。愛
しているから待つことができます。私たちには愛はありません。
しかし、私が愛されたように神様が愛している人々を愛す。この
ことを私たちに向けられたイエス様の愛によって為して行こう
ではありませんか。
『わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し
合うこと、これがわたしの戒めです。人がその友のためにいのち
を捨てるという、これよりも大きな愛はだれも持っていません。』
（ヨハ15：12,13）
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